



















































































































国際女性の地位協会編 『学んで活かそう女性の権利(改訂2版) : 女性差別撤廃条約の新展開』
国際女性の地位協会 2014
★条約批准の前提として、改正されたこと
★条約批准後に実施されたこと
家庭科の男女共修(中学校1993年、高等学校1994年)
高等学校「家庭科」の女子のみ必修、中学校「技術・家庭」の男女別学習
領域の指定は、条約第10条の同一の教育課程、および男女の役割につ
いての定型化された概念の撤廃に抵触するため、男女とも選択必修科
目となりました。
『均等法をつくる』
赤松良子著 勁草書房 2003
変わった内容がわかる１冊
4
国籍法改正の経緯や概要から、改めて国籍や国籍法が意味す
るもの、定めていること等への疑問に対し、一問一答形式で丁寧
に解説しています。また、国籍法改正に伴い変更された戸籍法に
ついても解説しています。
『一問一答新しい国籍法・戸籍法』
法務省民事局第五課職員編 日本加除出版 1985
労働省初代婦人局長として『男女雇用機会均等法』の制定に尽
力した著者。制定までの厳しい道のりをどう乗り越えたのか、立法
責任者として著者の人生を振り返りながら紹介しています。
また女性差別撤廃条約の批准後も、均等法改正の必要性を訴え、
改正するまでの流れも、読み応えがあります。
『正しいパンツのたたみ方 : 新しい家庭科勉強法』
南野忠晴著(岩波ジュニア新書) 岩波書店 2011
必修科目の「家庭科」。男女が同じ時間に同じ空間で学ぶ「共修」
をする必要性ってあるの？男性が家庭科なんて必要ないのでは？
そんな疑問への答えに少し近づけるかもしれません。
家族のなかで、または社会のなかで生きていくためにお互いの
違いを知り、豊かに生きていくために必要な科目なのだと思わせる
1冊です。
